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あがつま
『わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝であ

る。人がわたしにつながっており、わたしもその

人につながっていれば、その人は豊かに実を結ぶ。

わたしを離れては、あなたがたは何もできないからである。』

（ヨハネによる福音書１５章５節）

♪
讃
美
歌
を
歌

お
う
㉗

『
あ
あ
う
れ
し
、
わ
が
身

も
』

（
讃
美
歌-

番
）

529

盲

目

の
賛

美

歌

詩

人

フ

ァ

ニ
ー

・
ク

ロ

ス

ビ

ー
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）

の

代

表

作

の

一
つ
で
す

。

彼

女

は

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

に
生

ま

れ
、

生

後

六

週

間

で
失

明

し
ま

す

。

彼

女

は

歳

の
と
き
に
最
初

の
詩
を
作

り
、

8
歳

で
最

初

の
詩

集

を

出

版

し
ま

23す

が

、

回

心

後

は
賛

美

歌

の
創

作

に

尽

力

し
、

生

涯

六

千

曲

以
上

の

賛

美

歌

を

残

し
た

と

も

言

わ

れ

て

い
ま

す

。

一
時

は
週

に

三
編

づ

つ

の
歌

を

つ
く

る
契

約

を

出

版

社

と

結

ん
だ

こ
と

も

あ

る

そ
う

で
す

。

讃

美

歌(

年

版)

に
も

彼

女

の

54

賛
美
歌

は
多

く
採
用
さ
れ

て
お
り
、

番

「
き

よ

き

岸

辺

に

」
、

番

489

493

「
つ
み

の
ふ
ち

に
お
ち

い
り

て
」
、

番

「
わ
れ
に
こ
よ
と
主

は

い
ま
」
、

517
番

「
イ

エ
ス
き

み
、

イ

エ
ス
き

524み
」

な

ど

も

彼

女

の
作

詞

で
す

。

彼

女

は
盲

学

院

を

卒

業

後

、

教

師

と

し

て
同
学

院

に
残

り
、

英

語

と

歴

史

を

教

え

ま

し
た
。

メ

ソ
ジ

ス
ト
教

会

に

て
洗

礼

を

受

け

、

一

八

五

八

年

に

は

同
僚

の
音

楽

教

師

で
、

盲

目

の
音

楽

家

ア

レ
ク
サ

ン

ダ

ー

・
ヴ

ァ
ン

・
ア

ル

ス
タ

イ

ン

と
結
婚

し
て
い
ま
す
。

作

詞

者

フ

ァ

ニ
ー

・
ク

ロ
ス
ビ

ー

の
思

い
出

話

に

よ

れ
ば

、

彼

女

の
友

人

で
作

曲

家

及

び
歌

手

と

し

て
知

ら

れ

て

い
た

フ

ィ
ー

ビ
ー

・

ナ

ッ
プ

夫

人

が

、

一
八

七

三
年

の

あ

る
日
、

一
つ
の
曲
を
作

っ
て

「
こ

れ

に
合

っ
た

歌

詞

を
書

い
て

ほ

し

い
」

と

い

っ
て
曲

を
奏

で

る
と
、

そ

の
曲

の
美

し
さ

に
感
動

し
、

"B
lessed

assurance;
Jesus

is
m

ine."

（
祝

福

の
確

信

〝
主

は
わ

た

し

の

も

の
〟

）

と

の
感

想

を

語

り

ま

し

た
。

や

が

て
出

来

上

が

っ
た

の
が

こ

の
賛

美

歌

だ

そ
う

で
す

。

詩

よ

り

も
曲

が

先

に

で
き

た

め
ず

ら

し

い
賛
美
歌

で
す
。

（
稲

垣
真
実
）


